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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
一
緒
に
歩
む
道

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
２
２
４
３
Ｊ

【
作
者
名
】

　
ユ
ズ
ポ
ン

【
あ
ら
す
じ
】

　
新
蘭
大
晦
日
ス
ペ
シ
ャ
ル
！
？
新
一
帰
っ
て
来
ま
し
た
話
で
す
。



2

プ
ル
ル
ル
ル
ル
ル
ル
ル
ル
?
?
?

大
晦
日
の
朝
。
毛
利
探
偵
事
務
所
に
、
電
話
の
音
が
響
き
渡
っ
た
。

「
コ
ナ
ン
君
ー
！
！
私
手
が
離
せ
な
い
か
ら
代
わ
り
に
出
て
ー
ー
！
！
」

キ
ッ
チ
ン
か
ら
、
蘭
の
元
気
な
声
が
聞
こ
え
る
。

「
は
ー
い
?
?
?
」

ガ
チ
ャ

「
も
し
も
し
?
?
?
毛
利
で
す
け
ど
?
?
?
」

電
話
の
相
手
は
、
意
外
な
人
物
だ
っ
た
。

「
工
藤
君
？
私
よ
」

「
灰
原
？
ど
う
し
た
ん
だ
？
珍
し
い
な
、
お
前
か
ら
電
話
が
来
る
な
ん
て
」

「
?
?
?
ま
ぁ
ね
。
あ
な
た
に
と
っ
て

い
い
知
ら
せ
が
あ
る
わ
。
」

コ
ナ
ン
は
大
人
し
く
哀
の
話
を
聞
い
て
い
た
が
、
突
然
電
話
を
切
り
上
着
を
着

て
、
探
偵
事
務
所
を
飛
び
出
し
た
。

「
コ
ナ
ン
君
ー
？
電
話
誰
か
ら
?
?
?
っ
て
い
な
い
?
?
?
」

阿
笠
邸
．
．
．

バ
ン
ッ
！
！

激
し
く
開
い
た
ド
ア
の
先
に
い
た
の
は
、
息
を
切
ら
し
肩
を
上
下
さ
せ
た
コ
ナ

ン
だ
っ
た
。

「
あ
ら
工
藤
君
。
早
か
っ
た
わ
ね
」

哀
は
紅
茶
を
飲
ん
で
い
た
手
を
止
め
、
顔
を
上
げ
た
。

「
灰
原
?
?
?
本
当
?
?
?
な
の
か
？
解
毒
劑
が
出
来
た
っ
て
よ
?
?
?
」

「
あ
ら
、
私
が
嘘
を
付
く
理
由
が
ど
こ
に
あ
る
の
か
し
ら
？
」

「
そ
れ
は
そ
う
だ
け
ど
よ
?
?
?
ま
だ
組
織
を
倒
し
て
か
ら
一
週
間
ぐ
ら
い
し

か
経
っ
て
ね
ぇ
の
に
よ
く
出
来
た
な
ぁ
っ
て
?
?
?
」

そ
う
。
コ
ナ
ン
達
は
一
週
間
前
に
組
織
を
倒
し
た
ば
か
り
。
蘭
に
は
、
博
士
と
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旅
行
に
行
く
、
と
言
っ
て
あ
っ
た
の
だ
。

「
は
い
、
こ
れ
。
解
毒
劑
。
着
替
え
は
地
下
室
に
お
い
て
あ
る
か
ら
。
」

「
お
う
、
サ
ン
キ
ュ
ー
な
！
！
」

そ
し
て
コ
ナ
ン
は
地
下
室
に
消
え
た
。

（
さ
よ
な
ら
コ
ナ
ン
君
?
?
?
私
、
あ
な
た
の
事
が
好
き
だ
っ
た
わ
?
?
?
そ

し
て
今
も
?
?
?
）

地
下
室
．
．
．

「
や
っ
と
こ
の
時
が
来
た
ん
だ
な
?
?
?
」

コ
ナ
ン
は
、
解
毒
劑
を
見
て
そ
う
言
っ
た
。

「
最
初
に
蘭
に
会
い
に
行
か
な
い
と
な
?
?
?
」

そ
し
て
一
気
に
解
毒
劑
を
飲
ん
だ
。

ド
ク
ン
ッ

（
来
た
ぁ
?
?
?
！
！
）

「
?
?
?
う
?
?
?
」

ド
ク
ン
ッ

ド
ク
ン
ッ

「
?
?
?
う
わ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
！
！
！
！
！
」

「
ハ
ァ
、
ハ
ァ
?
?
?
」

数
分
経
ち
、
コ
ナ
ン
は
工
藤
新
一
の
姿
に
戻
っ
て
い
た
。

「
久
し
ぶ
り
だ
な
?
?
?
工
藤
新
一
」

そ
う
微
笑
し
て
、
着
替
え
を
済
ま
せ
、
階
段
を
上
が
っ
た
。

「
よ
ぉ
灰
原
?
?
?
」

「
え
え
。
蘭
さ
ん
の
所
に
行
く
ん
で
し
ょ
う
？
」

何
で
も
お
見
通
し
だ
な
?
?
?
新
一
は
思
っ
た
が
言
わ
な
か
っ
た
。

「
?
?
?
あ
り
が
と
な
、
灰
原
」

「
?
?
?
！
！
！
！
」

「
じ
ゃ
」

新
一
の
去
っ
て
行
く
後
ろ
姿
を
見
な
が
ら
、
哀
は
た
め
息
を
つ
い
た
。
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（
言
え
な
い
わ
よ
ね
?
?
?
工
藤
君
の
高
校
生
姿
に
見
と
れ
て
た
な
ん
て
?
?

?
）

ピ
リ
リ
リ
リ
リ
リ
?
?
?
?
?
?

毛
利
探
偵
事
務
所
で
、
蘭
の
携
帯
が
鳴
っ
た
。

「
も
し
も
し
？
」

「
俺
だ
け
ど
?
?
?
」

電
話
の
相
手
は
、
待
ち
望
ん
だ
人
。

「
新
一
?
?
?
？
」

「
あ
あ
。
今
窓
の
下
に
い
る
ん
だ
け
ど
?
?
?
」

「
え
？
厄
介
な
事
件
は
？
」

「
?
?
?
後
で
話
す
か
ら
?
?
?
」

ガ
ラ
ッ

い
つ
の
間
に
か
、
雪
が
降
り
初
め
て
い
た
。

下
を
見
る
と
、
新
一
が
笑
顔
で
立
っ
て
い
た
。

「
新
一
っ
?
?
?
！
！
」

急
い
で
階
段
を
降
り
て
、
新
一
の
胸
に
飛
び
込
ん
だ
。

「
蘭
?
?
?
」

「
今
ま
で
ど
こ
に
行
っ
て
た
の
よ
っ
！
！
心
配
し
た
ん
だ
か
ら
?
?
?
寂
し
か

っ
た
ん
だ
か
ら
?
?
?
」

「
蘭
?
?
?
俺
、
お
前
に
い
っ
と
か
な
き
ゃ
い
け
な
い
事
が
あ
る
」

「
何
？
」

新
一
は
真
剣
な
瞳
で
言
っ
た
。

「
?
?
?
俺
が
関
わ
っ
て
い
た
厄
介
な
事
件
の
事
」

「
?
?
?
」

「
一
緒
に
ト
ロ
ピ
カ
ル
ラ
ン
ド
に
行
っ
た
あ
の
日
、
黒
ず
く
め
の
奴
、
い
た
だ

ろ
？
帰
り
に
別
れ
た
時
、
あ
い
つ
ら
の
取
引
現
場
?
?
?
見
た
ん
だ
。
見
る
の

に
夢
中
に
な
っ
て
い
た
俺
は
、
も
い
一
人
の
仲
間
に
棒
か
な
ん
か
で
殴
ら
れ
て

?
?
?
で
、
口
封
じ
の
た
め
に
薬
を
飲
ま
さ
れ
て
さ
。
そ
の
薬
で
幼
児
化
し
ち

ま
っ
た
ん
だ
。
そ
し
て
幼
児
化
し
た
俺
の
新
た
な
名
前
が
。
」
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「
ま
さ
か
?
?
?
」

蘭
が
、
顔
を
あ
げ
て
口
を
開
く
。

新
一
は
ふ
っ
と
笑
っ
て
言
っ
た
。

「
江
戸
川
コ
ナ
ン
。
」

「
そ
う
だ
っ
た
ん
だ
?
?
?
」

蘭
は
感
慨
深
気
に
頷
い
た
。

「
で
、
私
に
言
い
た
か
っ
た
事
っ
て
、
何
？
」

「
え
？
」

「
ほ
ら
、
展
望
レ
ス
ト
ラ
ン
で
言
っ
て
た
じ
ゃ
な
い
。
」

「
／
／
／
じ
、
じ
ゃ
あ
言
う
よ
?
?
?
」

新
一
は
赤
く
な
っ
て
言
っ
た
。

「
俺
は
?
?
?
蘭
が
?
?
?
好
き
だ
！
！
！
！
！
」

待
ち
望
ん
だ
言
葉
。

蘭
も
ま
た
顔
を
赤
ら
め
て
言
っ
た
。

答
え
は
決
ま
っ
て
い
る
。

「
私
も
好
き
だ
よ
?
?
?
新
一
！
！
」

そ
し
て
二
人
は
雪
の
中
で
キ
ス
を
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
一
緒
に
歩
い
て
行
こ
う
?
?
?
ね
？
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（
後
書
き
）

ふ
ー
。
終
わ
り
ま
し
た
。

他
の
作
品
も
よ
ろ
し
く
で
す
っ
！
！

で
は
！
よ
い
お
年
を
！
！
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

一緒に歩む道
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
発
足
に
あ
た
っ
て

http://ncode.syosetu.com/n2243j/

